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(57)【要約】
【課題】遊技盤視認用透明部の周囲を装飾する装飾部を
低コストで新しくするとともに、装飾部の立体感を高め
、装飾部に可動部や発光部等の演出装置を組み込むのを
容易にし、情報表示手段の効率的な配置を可能にする。
【解決手段】前扉セット５の前扉体６は、遊技盤取付枠
３の前面に開閉可能な状態で支持されている。前扉体６
には、前記遊技盤取付枠３に取り付けられた遊技盤４を
視認可能にする透明性の遊技盤視認用透明窓６１が設け
られるとともに、透明性を有する透明収納部６２が前記
遊技盤視認用透明窓６１の上側に形成されている。当該
透明収納部６２には、遊技盤４の延出部１００に固定さ
れた立体形状の装飾部材１０１が収納可能になっている
。表示部７６は、遊技球供給皿７１の内壁２７０に設け
られ、遊技に関わる情報を表示する情報表示手段になっ
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠状に形成された固定枠と、
　枠状に形成され、前記固定枠に対して開閉可能に支持され、枠形状の内側に遊技盤が着
脱可能な遊技盤取付枠と、
　前記遊技盤取付枠の前面に開閉可能な状態で支持され、前記遊技盤取付枠に取り付けら
れた遊技盤を視認可能にする遊技盤視認用透明窓が設けられるとともに、透明性を有した
透明収納部が前記遊技盤視認用透明窓の上側、一方及び他方の脇側のうち少なくとも一つ
の側に形成され、当該透明収納部に立体形状の装飾部材を挿脱可能な状態で収納する前扉
体と、
　前記前扉体の前記遊技盤視認用透明窓より下側に設けられ、上側が開放した凹形状に形
成され、遊技球の貯留を行う遊技球供給皿と、
　前記遊技球供給皿の内壁に設けられ、遊技に関わる情報を表示する情報表示手段と、
　を備えることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記透明窓及び前記透明収納部は、透明の素材により一体成形されていることを特徴と
する請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記装飾部材は、前記遊技盤に取り付け固定されていることを特徴とする請求項１また
は２に記載の遊技機。
【請求項４】
　記録媒体の挿排口を備え当該記録媒体に記録された金額の残高に応じて貸球の制御を行
う遊技球貸出装置が送受信可能に接続され、前記情報表示手段が前記記録媒体に記録され
た金額の残高の情報を表示することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の遊技
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技盤が着脱可能な遊技盤取付枠の前面に前扉体が開閉可能な状態で支持さ
れる遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機は、通常、木枠の前面に、前枠と呼ばれ遊技盤を取り付けるための遊技
盤取付枠がヒンジを介して開閉可能に取り付けられ、その遊技盤取付枠の前面に、遊技盤
の前面を覆うように、ガラス板を装着したガラス枠がヒンジを介して開閉可能に取り付け
られている。
【０００３】
　近年、パチンコ遊技機では、その前面装飾を目立たせる目的で、ガラス枠の前面周縁部
に多彩な色等で装飾した合成樹脂製のガラス板装飾枠を設けた構造のパチンコ遊技機が開
発されている。ここで遊技施設では、遊技者の興味を引き集客性を向上させるために、通
常、ある程度の期間で新台入替を行なうが、パチンコ遊技機の遊技盤が使用に伴って汚れ
易いこと、及びパチンコ遊技機全体を新たなパチンコ遊技機に交換するには多くの費用が
必要なことから、通常の新台入替は、遊技盤のみを交換することにより行なわれる。
【０００４】
　このため、合成樹脂製のガラス板装飾枠を前面に有したパチンコ遊技機であっても、パ
チンコホールが新台入替えを行なう際には、遊技盤を新しいものと交換するのみで、ガラ
ス板装飾枠は、従来のものを使用することになるため、遊技者には、新台入替の目新しさ
を感じさせにくいという問題があった。
【０００５】
　このことに対応して、特許文献１に記載のパチンコ遊技機では、遊技盤を取り付ける遊
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技盤取付枠と、この遊技盤取付枠の前面に開閉可能に設けられ、周縁部に透光性を有する
透光透明部を形成した前面装飾枠と、この前面装飾枠の後側に着脱可能な状態で配置し、
周縁部に装飾を施した装飾部を有すると共に中央に遊技盤を外部から視認可能にする遊技
盤視認用透明部を有したガラス板部材とを備え、前記前面装飾枠の周縁部の透光透明部か
ら前記ガラス板部材の装飾部を見えるようにすることで、遊技盤視認用透明部の周囲を装
飾する装飾部を簡単かつ低コストで新しくすることができる技術が開示されている。
【０００６】
　一方、近年、磁気カードを媒介として遊技を行なうようにしたカード式のパチンコ遊技
システムが一般的に実用化されている。カード方式は、遊技客が記憶媒体であるカードの
みを持ち歩けばよく、落下し易いパチンコ球を大量に持ち運ぶ手間を軽減することができ
るという利点がある。従来のパチンコ遊技システムは、パチンコ遊技機と遊技球貸出装置
とを併設し、カードに係わる制御や球貸し操作に係わる制御は遊技球貸出装置で行い、パ
チンコ遊技機はこの遊技球貸出装置からの指示で貸球の排出を行う。このため、貸球は直
接パチンコ遊技機の遊技球供給皿に排出され、遊技者が貸球を遊技球貸出装置からパチン
コ遊技機へ移す煩わしさから解放されるという利点がある。
【０００７】
　特許文献２に記載のカード式パチンコ遊技装置では、前面枠に設けられている遊技球供
給皿の上面に操作パネルが形成され、この操作パネル上に前記カード挿排口に挿入された
カードの残高を表示する残高表示器と、貸玉への変換の指令を与える変換ボタンと、カー
ドの排出（返却）を指令する返却ボタンと、前記変換ボタンが有効中であることを表示す
る玉貸し可能表示ランプが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第３８０６７９８号公報（段落００１５～００１９、図１、図３）
【特許文献２】特開２００６－６８５５９号公報（段落００２１、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述のように従来のパチンコ遊技機では、遊技盤視認用透明部の周囲を装飾する装飾部
を低コストで新しくする場合、前記装飾部が平面形状になり立体感に乏しく、前記装飾部
に対して可動部や発光部等の演出装置を組み込むのが困難であった。また、従来のパチン
コ遊技機では、前面枠の遊技球供給皿の上面に設けられた操作パネルに大型のチャンスボ
タンや十字キー等の演出用の操作部の搭載の要求が高まっており、当該操作パネルの部品
を取り付ける面積が不足していた。このことに対応して上皿を設けた受皿ユニットの側面
、下皿の上面や側面に残高表示器を設けた場合には、残高表示器が目立たなくなるという
問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記の問題に鑑み、遊技盤視認用透明部の周囲を装飾する装飾部を低コスト
で新しくするとともに、装飾部の立体感を高め、装飾部に可動部や発光部等の演出装置を
組み込むのを容易にし、情報表示手段の効率的な配置が可能な遊技機を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１に記載の発明の遊技機は、枠状に形成された固定枠と、枠状に形成され、前記
固定枠に対して開閉可能に支持され、枠形状の内側に遊技盤が着脱可能な遊技盤取付枠と
、前記遊技盤取付枠の前面に開閉可能な状態で支持され、前記遊技盤取付枠に取り付けら
れた遊技盤を視認可能にする遊技盤視認用透明窓が設けられるとともに、透明性を有した
透明収納部が前記遊技盤視認用透明窓の上側、一方及び他方の脇側のうち少なくとも一つ
の側に形成され、当該透明収納部に立体形状の装飾部材を挿脱可能な状態で収納する前扉
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体と、前記前扉体の前記遊技盤視認用透明窓より下側に設けられ、上側が開放した凹形状
に形成され、遊技球の貯留を行う遊技球供給皿と、前記遊技球供給皿の内壁に設けられ、
遊技に関わる情報を表示する情報表示手段と、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　前記遊技盤視認用透明窓及び前記透明収納部は、透明の素材により一体成形されている
ことを特徴とする（請求項２）。
【００１３】
　前記装飾部材は、前記遊技盤に取り付け固定されていることを特徴とする（請求項３）
。
【００１４】
　記録媒体の挿排口を備え当該記録媒体に記録された金額の残高に応じて貸球の制御を行
う遊技球貸出装置が送受信可能に接続され、前記情報表示手段が前記記録媒体に記録され
た金額の残高の情報を表示することを特徴とする（請求項４）。
【００１５】
　従来、遊技盤視認用透明部の周囲を装飾する装飾部を低コストで新しくする技術では、
前記装飾部が平面形状であり、立体感に乏しく、可動部や発光部等の演出装置を組み込む
のが困難であった。また、従来のパチンコ遊技機では、前面枠の遊技球供給皿の上面に設
けられた操作パネルに大型のチャンスボタンや十字キー等の演出用の操作部の搭載の要求
が高まっており、当該操作パネルの部品を取り付ける面積が不足していた。
【００１６】
　これに対し、本発明では、前扉体には、透明性を有した透明収納部が前記遊技盤視認用
透明窓の上側、一方及び他方の脇側のうち少なくとも一つの側に形成され、当該透明収納
部には立体形状の装飾部材を収納可能なので、遊技盤視認用透明部である前記遊技盤視認
用透明窓の周囲を装飾する装飾部を低コストで新しくするとともに、装飾部の立体感を高
め、装飾部に可動部や発光部等の演出装置を組み込むのを容易にして、低コストで遊技者
に新台入替の目新しさを感じさせることができ、さらに、情報表示手段が前記遊技球供給
皿の内壁に設けられて遊技に関わる情報を表示するので、情報表示手段の効率的な配置が
可能になり、遊技者と遊技施設の関係者の双方に好印象を与えることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、前扉体には、透明性を有する透明収納部が前記遊技盤視認用透明窓の
上側に形成され、当該透明収納部には遊技盤の延出部に設けられた立体形状の装飾部材を
収納可能なので、遊技盤視認用透明部である前記遊技盤視認用透明窓の周囲を装飾する装
飾部を低コストで新しくするとともに、装飾部の立体感を高め、装飾部に可動部や発光部
等の演出装置を組み込むのを容易にして、低コストで遊技者に新台入替の目新しさを感じ
させることができ、さらに、情報表示手段が前記遊技球供給皿の内壁に設けられて遊技に
関わる情報を表示するので、情報表示手段の効率的な配置が可能なり、遊技者と遊技施設
の関係者の双方に好印象を与えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る実施形態の遊技機を示す斜視図である。
【図２】本発明に係る実施形態の遊技機の分解斜視図である。
【図３】本発明に係る実施形態の遊技機の正面図である。
【図４】本発明に係る実施形態の遊技機の前扉体を不透明にして示す斜視図である。
【図５】本発明に係る実施形態の遊技機の背面図である。
【図６】本発明に係る実施形態の遊技機の左斜め後方から見た斜視図である。
【図７】本発明に係る実施形態の遊技機の右側方から見た断面の概略を示す説明図である
。
【図８】本発明に係る実施形態の遊技機及びこれと接続する機材の回路構成を示すブロッ
ク図である。
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【図９】本発明に係る実施形態の固定枠の分解斜視図である。
【図１０】本発明に係る実施形態の遊技盤取付枠の斜視図である。
【図１１】本発明に係る実施形態の遊技盤の斜視図である。
【図１２】本発明に係る実施形態の前扉体の右斜め前方から見た斜視図である。
【図１３】本発明に係る実施形態の前扉セットの右斜め後方から見た斜視図である。
【図１４】本発明に係る実施形態の前扉セットの情報表示器及びその周辺部の分解斜視図
である。
【図１５】本発明に係る実施形態の前扉セットの情報表示器及びその周辺部の組み立てた
状態の斜視図である。
【図１６】本発明に係る実施形態の固定枠と遊技盤取付枠を組み立てた状態の斜視図であ
る。
【図１７】本発明に係る実施形態の固定枠と遊技盤取付枠を組み立て遊技盤取付枠に遊技
盤を取り付けた状態の斜視図である。
【図１８】本発明に係る実施形態の固定枠から遊技盤取付枠を開いた状態の遊技機の斜視
図である。
【図１９】本発明に係る実施形態の遊技盤取付枠から前扉セットを開いた状態の遊技機の
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に実施形態について図面を参照しながら具体的に説明する。
【００２０】
　図１乃至図８は本発明に係る実施形態を示している。
　図１は、本発明に係る実施形態の遊技機１を示す斜視図である。図２は、遊技機１の分
解斜視図である。図３は、遊技機１の正面図である。図４は、遊技機１の前扉体６を不透
明にして示す斜視図である。図５は、図１の遊技機１の背面図である。図６は、遊技機１
の斜め後方から見た斜視図である。図７は、遊技機１の右側方から見た断面の概略を示す
説明図である。図８は、遊技機１及びこれと接続する機材の回路構成を示すブロック図で
ある。
【００２１】
　初めに遊技機１の全体構成の説明をする。
　図１において、遊技機１は、固定枠（外枠）２と、遊技盤取付枠（内枠）３と、遊技盤
４と、前扉セット５とから構成されている。
【００２２】
　固定枠２は、ホールにおいて遊技機１を配置される遊技島設備に固定されものであり、
機枠又は機体として所定の外郭方形枠サイズに構成されている。
【００２３】
　遊技盤取付枠３は、枠状に形成され、正面左側上下部に配設された開閉連結支持機構１
１、１２（図３参照）を介して固定枠２に開閉（片持ち横開き）可能に組付けられること
で、前記固定枠２に対して開閉可能に支持されている。
【００２４】
　遊技盤取付枠３は、枠形状の内側に遊技盤４が着脱可能にセット保持されている。遊技
盤４は、パチンコゲームを展開し得るものである。また、遊技盤取付枠３は、遊技機１の
正面右側内部に配設されたシリンダ錠１３及びこれと連動する後述の施錠装置１６１（図
１０参照）を利用して固定枠２に対して閉鎖状態に保持される。
【００２５】
　遊技盤取付枠３の正面側には、遊技盤取付枠３の前側面域に合わせた方形状の前扉セッ
ト５が横開き開閉及び着脱が可能に組付けられており、シリンダ錠１３及びこれと連動す
る後述の施錠装置１６１（図１０参照）を利用して遊技盤取付枠３の前面を覆う閉止状態
で保持される。
【００２６】
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　図２において、固定枠２は、固定枠本体２１の下部に装飾部材２２がネジ止めにより取
り付け固定される構造になっている。
　前扉セット５は、前扉体６及び受皿ユニット７から構成されている。
　図1及び図２において、前扉体６は、前記遊技盤取付枠３の前面に開閉可能な状態で支
持され、前扉体６には、前記遊技盤取付枠３に取り付けられた遊技盤４を視認可能にする
透明性の遊技盤視認用透明窓６１（図４参照）が設けられるとともに、透明性を有する透
明収納部６２（図４参照）が前記遊技盤視認用透明窓６１の上側に形成され、当該透明収
納部６２には、遊技盤４側の立体形状の装飾部材１０１が挿脱可能な状態で収納されるよ
うになっている。当該透明収納部６２は、装飾部材１０１を外部から視認可能にする。前
記遊技盤視認用透明窓６１及び前記透明収納部６２は、ポリカーボネート等の透明の素材
により一体成形されている。
【００２７】
　受皿ユニット７は、樹脂製のケース本体７０を基本構造とし、前記前扉体６の前記遊技
盤視認用透明窓６１より下側に設けられている。受皿ユニット７には、上側が開放した凹
形状の前記遊技球供給皿７１が形成されている。前記遊技球供給皿７１は、前扉体６の球
払出口６４から払い出された遊技球を貯留して整列させる。
【００２８】
　図７において、遊技盤取付枠３に取り付けられた遊技盤４は、基材となる遊技板４０の
前面に設けられた遊技領域４１を前記前扉体６の正面に臨ませている。
【００２９】
　図１において、受皿ユニット７の右下方位置には、遊技盤取付枠３に設けられた発射部
３１（図２参照）を作動させる操作ハンドル６５が配置されている。
　操作ハンドル６５は前扉体６から遊技者側へ突出し、前記発射部３１（図２参照）の駆
動によって遊技球を発射させる際に遊技者によって操作されている。
【００３０】
　操作ハンドル６５は前記発射部３１（図２参照）を駆動させて遊技球を発射させる発射
指示部材６６を備えている。発射指示部材６６は、操作ハンドル６５の外周部に、遊技者
から見て右回りに回転可能に設けられ、この回転に連動する発射ボリューム６５ａ（図８
参照）を有し、遊技者によって直接操作されているときに発射ボリューム６５ａの抵抗値
によって発射部３１（図２参照）に遊技球発射の指示を与える。また、操作ハンドル６５
には遊技者が発射指示部材６６を直接操作していることを検出するタッチセンサ６５ｂ（
図８参照）等が内蔵されている。操作ハンドル６５に接触すると、操作ハンドル６５に設
けられているタッチセンサ６５ｂが、操作ハンドル６５に遊技者が触れたことを検知し、
発射制御基板３６（図６及び図８参照）にタッチ信号を送信する。発射制御基板３６は、
タッチセンサ６５ｂからタッチ信号を受信すると、発射部３１の発射用ソレノイド３１ａ
（図８参照）の通電を許可する。
【００３１】
　発射部３１の駆動によって発射された遊技球は、遊技盤４の遊技板４０に取り付けられ
た外側及び内側のレール４２、４３間を上昇して遊技盤４の上部位置に達した後、遊技領
域４１内を落下する。遊技領域４１には、遊技球を不特定の方向に向けて落下させるため
の複数の釘に加え、遊技球の落下方向を変化させる風車や入球口が配置されている。
【００３２】
　遊技領域４１の中央部分にはセンター役物４４が配置されている。センター役物４４に
は、例えば液晶表示器（ＬＣＤ）を用いた画像出力装置４５が配置されている。
【００３３】
　画像出力装置４５の下方には遊技球を受入れ可能な第１始動口４６が配置され、第１始
動口４６の下方には一対の可動片４７Ｌ、４７Ｒ（図３参照）を有する第２始動口４８が
配置されている。第２始動口４８は一対の可動片４７Ｌ、４７Ｒ（図３参照）が閉状態の
ときに遊技球の受入れを困難にし、開状態のときに第１始動口４６よりも遊技球の受入れ
を容易にする。
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【００３４】
　画像出力装置４５の左側には、遊技球の通過を検出し、第２始動口４８を一定時間だけ
開放させる普通図柄の抽選を行うための入賞ゲート４９が配置されている。入賞ゲート４
９の下方位置等には、遊技球が入球したときに所定数（例えば１０個）の賞球払い出しの
権利を獲得する普通入賞口５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄが配置されている。遊技領域
４１の最下部にはどの入球口にも入球しなかった遊技球を回収する回収口５１が配置され
ている。
【００３５】
　図３において、遊技板４０の右下には、主制御基板４０１（図８参照）に設けられた第
１特別図柄抽選手段による抽選結果を表示する第１特別図柄表示装置５２、及び主制御基
板４０１（図８参照）に設けられた第２特別図柄抽選手段による抽選結果を表示する第２
特別図柄表示装置５３が配置されている。これら両表示装置５２、５３には特別図柄が変
動表示されていると共に、所定時間経過後に所定の図柄が停止表示され、始動口への遊技
球の入球を契機とする抽選の結果が表示されている。両表示装置５２、５３には複数のＬ
ＥＤが使用され、特別図柄の変動表示の開始に伴ってＬＥＤが点滅することで、現在抽選
中であるかのような印象を遊技者に与える。所定時間経過後には、抽選結果に応じて予め
設定されたＬＥＤが点灯表示し、遊技者に抽選結果が報知されている。
【００３６】
　特別図柄の変動表示中に第１始動口４６、あるいは第２始動口４８に遊技球が入球する
と、当該入球によって得られる特別図柄の変動表示の権利（以下「保留球」という）が留
保されている。この留保された保留球の数は第１特別図柄保留表示装置５４（図３参照）
及び第２特別図柄保留表示装置５５に表示されている。
【００３７】
　特別図柄の変動表示中に入賞ゲート４９に遊技球が入球すると、普通図柄抽選手段によ
る抽選が行われるが、この抽選結果を表示する普通図柄表示装置５６が前記両表示装置５
２、５３の付近に配置されている。普通図柄の変動表示中に入賞ゲート４９に遊技球が入
球することによって得られる普通図柄の変動表示の権利、すなわち保留球の数が普通図柄
表示装置５７に表示されている。
【００３８】
　画像出力装置４５は第１始動口４６、または第２始動口４８に遊技球が入球したときに
複数の装飾図柄の変動表示を開始し、所定時間経過後に当該装飾図柄の変動を停止させる
。停止時に特定図柄（例えば「７７７」）が揃えば、大当たり遊技（長当たり遊技）を実
行する権利を獲得したこととなり、その後、大当たり遊技（長当たり遊技）が開始される
。大当たり遊技（長当たり遊技）が開始されると、遊技領域４１の下方に位置する大入賞
口ユニット５８における開閉扉５９が一定時間、開放する動作を所定回数（例えば１５回
）繰り返し、入球した遊技球に対応する賞球が払い出されている。
【００３９】
　大入賞口ユニット５８は遊技盤４に設けられた大入賞口６０を開閉する開閉扉５９を開
閉自在に支持し、開閉扉５９が大入賞口６０の前面（表面）側に位置した状態で、遊技盤
４の背面に設置されている。開閉扉５９は通常時には閉鎖して大入賞口６０を閉塞してお
り、大入賞口６０に遊技球が入球することを阻止している。大当たり遊技が開始されたと
きには、大入賞口開閉ソレノイド５８ｂ（図８参照）への通電により開閉扉５９が開放し
て大入賞口６０を開放させる。大入賞口６０の開放時には、開閉扉５９が遊技球を大入賞
口６０内に導くための受け皿として機能するため、大入賞口６０に遊技球が入球可能とな
る。
【００４０】
　センター役物４４における画像出力装置４５の上側及び側方（図１においては紙面右側
）には、演出用の役物装置（以下、「演出用役物装置」という）９１、９２が配置されて
いる。演出用役物装置９１、９２は例えばモータによって駆動されるようになっている。
センター役物４４における演出用役物装置９１の上側には、遊技機１の商品名を模った電
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飾装置９３が設けられている。
【００４１】
　遊技板４０の遊技領域４１の上側には、板面を上方に延出させて延出部１００が形成さ
れている。延出部１００の前面には、装飾部材１０１が取り付けられている。装飾部材１
０１は、前扉体６が閉塞された状態で透明収納部６２に収納され、外部から視認可能であ
る。装飾部材１０１には、発光ダイオードによる光源が設けられており、演出内容に応じ
て発光するようになっている。
　図１において、受皿ユニット７の前記遊技球供給皿７１の前側には、斜め前方に傾斜す
る傾斜面部７２が設けられている。傾斜面部７２には、チャンスボタン７３が配置されて
いる。チャンスボタン７３は、前後の半分程度が前記遊技球供給皿７１側に突出して配置
している。チャンスボタン７３の操作は例えば遊技中における特定のリーチ演出に際し、
チャンスボタン７３の操作を促すガイダンスが表示されている間有効となる。傾斜面部７
２の右側には、遊技球貸出装置２０（図３参照）に関わる変換ボタンとしての球貸しボタ
ン７４と、返却ボタン７５が左右に並べて設けられている。前記遊技球供給皿７１の後側
の内壁の右側には、複数のＬＥＤの点灯によって情報の表示を行う表示部７６が設けられ
ている。
【００４２】
　遊技機１は、図３に示す遊技球貸出装置（ＣＲ機）２０が送受信可能に接続されるよう
になっている。遊技球貸出装置２０は、プリペイドカード等の記録媒体のカード挿排口５
００を備え当該記録媒体に記録された金額の残高に応じて貸球の制御を行う。図１に示す
表示部７６は、前記記録媒体に記録された金額の残高の情報を表示するとともに前記球貸
しボタン７４と、返却ボタン７５が有効中であるか否かを表示する。
【００４３】
　図１において、表示部７６の左斜め後側には、整列路７８が設けられている。整列路７
８は、遊技球供給口７９に向けて下方にわずかに傾斜しており、前記遊技球供給皿７１か
らの遊技球を整列させて遊技球供給口７９に導く。
【００４４】
　整列路７８の右側には、球抜きボタン８０が設けられており、球抜きボタン８０を手動
で押し続けることにより、整列路７８の先端に設けた開閉板を移動させて球皿側球排出口
２０１を開放し、上球受皿に貯留された遊技球を球抜きして下側球排出口２０２に送るよ
うにしている。下側球排出口２０２から排出される遊技球は、通常、ドル箱と呼ばれる遊
技球収納箱に受け止められ収納される。
【００４５】
　遊技盤取付枠３には、演出効果音、または不正を知らしめる音声を出力するスピーカ３
２（図２参照）が組み込まれている。
【００４６】
　受皿ユニット７の前面の左右には、遊技盤取付枠３に設けられたスピーカ３２（図２参
照）からの音声の放出を行う放音部２０３Ｌ、２０３Ｒが設けられている。
【００４７】
　図２に示すスピーカ３２は高音・中音・低音の領域を出力できる機能を有し、通常演出
時は高音・中音・低音をバランス良く出力するが、後述する特別演出時、または不正等が
あった場合には周りに良く聞こえるように高音領域を高く出力するように制御されている
。
【００４８】
　放音部２０３Ｌ、２０３Ｒの間には、透明部２０４が設けられ、透明部２０４の内側に
は演出用の発光を行う電飾装置２０５が設けられている。
【００４９】
　図４において、前扉体６の遊技盤視認用透明窓６１は、板面が前方に向いた平面形状に
形成されている。透明収納部６２は、横長に形成され、板面が前側斜め下方に向いた平面
形状の中間部２１１の左右に、傾斜面部２１２、２１３が設けられている。傾斜面部２１
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２、２１３は、右斜め下側前方及び左斜め下側前方を向いている。
【００５０】
　以下、図５及び図６を用いて遊技機１の背面側について説明する。
　図５及び図６において、遊技機１の裏面の上部には、遊技球を貯留する貯留タンク３３
が設置されており、貯留タンク３３は、遊技機１の裏面の左側の上部賞球ケース３４に覆
われた払出装置３５に接続されている。賞球ケース３４は、遊技球通路を介して入球に基
づく賞球（景品）としての遊技球や球貸し要求に基づく遊技球を遊技者に払い出す。払出
装置３５は、例えばステッピングモータ等の駆動部３１ｂ（図８参照）が駆動することに
よって、賞球または貸し球としての遊技球を１個ずつ遊技者に払い出す。
【００５１】
　遊技機１の裏面の払出装置３５の下側には、発射制御基板３６及び払出制御基板３７が
前後に並べた状態で取り付けられている。発射制御基板３６及び払出制御基板３７は、基
板ケース３０１により収納されている。
【００５２】
　遊技機１の裏面の払出制御基板３７の右側には、基板ケース３０２に収納された電源基
板３８が取り付けられている。遊技機１の裏面の払出制御基板３７の上側には、払出情報
出力端子板３９が設けられている。払出情報出力端子板３９は、基板ケース３０１により
収納されている。
【００５３】
　貯留タンク３３、賞球ケース３４、払出装置３５、発射制御基板３６、払出制御基板３
７及び電源基板３８は、遊技盤取付枠３側に固定されている。
【００５４】
　遊技機１の裏側の電源基板３８の上側には、基板ケース４１１に収納され主制御基板４
０１が設けられる。遊技機１の裏側の主制御基板４０１と貯留タンク３３の間には、基板
ケース４１３に収納され背面カバー４１２で覆われた演出制御基板４０２が設けられてい
る。遊技機１の裏側の演出制御基板４０２の左側下方には、遊技情報出力端子板４０３が
取り付けられている。
【００５５】
　主制御基板４０１、演出制御基板４０２、遊技情報出力端子板４０３、基板ケース４１
１、４１３及び背面カバー４１２は、遊技盤４側に取り付けられている。
【００５６】
　（制御手段の内部構成）
　次に、図８を用いて遊技の進行を制御する制御手段について説明する。
　図８において、遊技機１の制御手段は、主制御基板４０１、演出制御基板４０２、払出
制御基板３７、ランプ制御基板４０４及び画像制御基板４０５から構成されている。
【００５７】
　主制御基板４０１は遊技の基本動作を制御する。この主制御基板４０１は、メインＣＰ
Ｕ４０１ａ、メインＲＯＭ４０１ｂ、メインＲＡＭ４０１ｃを備えている。メインＣＰＵ
４０１ａは、各検出センサやタイマからの入力信号に基づいて、メインＲＯＭ４０１ｂに
格納されたプログラムを読み出して演算処理を行うとともに、各装置や表示装置を直接制
御したり、あるいは演算処理の結果に応じて他の基板に所定のコマンドを送信したりする
。メインＲＡＭ４０１ｃは、メインＣＰＵ４０１ａの演算処理時におけるデータのワーク
エリアとして機能する。
【００５８】
　前記主制御基板４０１の入力側には、第１始動口検出センサ４６ａ、第２始動口検出セ
ンサ４８ａ、第１大入賞口検出センサ５８ａ、入賞ゲート検出センサ４９ａ及び一般入賞
口検出センサ５０ｅが接続されている。これら各センサ４６ａ、４８ａ、５８ａ、４９ａ
、５０ｅは、それぞれ対応する検出信号を主制御基板４０１に送信する。
【００５９】
　主制御基板４０１の出力側には、第２始動口４８の一対の可動片４７Ｌ、４７Ｒを動か
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す第２始動口開閉ソレノイド４８ｂ、大入賞口ユニット５８の大入賞口開閉扉５９を動か
す大入賞口開閉ソレノイド５８ｂが接続されている。主制御基板４０１は、出力ポート（
図示せず）を介して各ソレノイド４８ｂ、５８ｂを制御する信号を各ソレノイド４８ｂ、
５８ｂに送信する。また、主制御基板４０１の出力側には、第１特別図柄表示装置５２、
第２特別図柄表示装置５３及び普通図柄表示装置５６が接続されるとともに、第１特別図
柄保留表示装置５４、第２特別図柄保留表示装置５５及び普通図柄保留表示装置５７が接
続されている。主制御基板４０１は、出力ポート（図示せず）を介して各表示装置５２、
５３、５４、５５、５６、５７を制御する信号を各表示装置５２、５３、５４、５５、５
６、５７に送信する。また、主制御基板４０１は、第１始動口検出センサ４６ａ、第２始
動口検出センサ４８ａ、一般入賞口検出センサ５０ｅ及び第１大入賞口検出センサ５８ａ
の検出結果に基づき、各入球口（第１始動口４６、第２始動口４８、普通入賞口５０ａ、
５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ、大入賞口６０）に入球した遊技球に対応した賞球数を払い出さ
せる賞球要求信号を払出制御基板３７に送信する。
【００６０】
　さらに、主制御基板４０１の出力側には遊技情報出力端子板４０３が接続されている。
主制御基板４０１は、出力ポートを介して、所定の遊技に関する情報（以下、遊技情報と
いう）が変換された外部信号を遊技情報出力端子板４０３に送信する。遊技情報出力端子
板４０３には遊技機1の外側に設けられた遊技情報表示装置１０及び遊技店のホールコン
ピュータが接続されており、遊技情報出力端子板４０３からは前記の所定の遊技情報（外
部信号）が遊技情報表示装置１０及びホールコンピュータに送信される。遊技者には、所
定の遊技情報が遊技情報表示装置１０で出力（表示）されることで、遊技機（台）選びの
判断材料が提供されることになる。一方、遊技店は、前記所定の遊技情報がホールコンピ
ュータに接続された表示装置やプリンターで出力（表示・印刷）されることで、各遊技機
の稼働状況を把握することができる。
【００６１】
　演出制御基板４０２は、主に遊技中や待機中等の各演出を制御する。この演出制御基板
４０２は、サブＣＰＵ４０２ａ、サブＲＯＭ４０２ｂ、サブＲＡＭ４０２ｃを備えており
、主制御基板４０１に、当該主制御基板４０１から演出制御基板４０２への一方向に通信
可能に接続されている。また、演出制御基板４０２の入力側には、チャンスボタン検出ス
イッチ７３ａが接続されている。演出制御基板４０２には、チャンスボタン７３の操作が
行われたことを示す演出ボタン検出信号がチャンスボタン検出スイッチ７３ａから送信さ
れる。
【００６２】
　サブＣＰＵ４０２ａは、主制御基板４０１から送信されたコマンド、または、前記チャ
ンスボタン検出スイッチ７３ａや図示しないタイマからの受信信号に基づいて、サブＲＯ
Ｍ４０２ｂに格納されたプログラムを読み出して演算処理を行うとともに、当該処理に基
づいて、コマンドをランプ制御基板４０４や画像制御基板４０５に送信する。サブＲＡＭ
４０２ｃは、サブＣＰＵ４０２ａの演算処理時におけるデータのワークエリアとして機能
する。
【００６３】
　払出制御基板３７は、遊技球の発射制御と遊技球の払い出し制御とを行う。この払出制
御基板３７は、払出ＣＰＵ３７ａ、払出ＲＯＭ３７ｂ、払出ＲＡＭ３７ｃを備えており、
主制御基板４０１及び発射制御基板３６に対して、双方向に通信可能に接続されている。
【００６４】
　払出ＣＰＵ３７ａの入力側には、払出装置３５において遊技球が払い出されたか否かを
検知する払出球計数スイッチ３５ａが接続されている。また、払出ＣＰＵ３７ａの入力側
には、球貸しボタン７４の操作を検出する球貸しボタン検出スイッチ７４ａと、返却ボタ
ン７５の操作を検出する返却ボタン検出スイッチ７５ａとが設けられている。
【００６５】
　払出ＣＰＵ３７ａは、払出球計数スイッチ３５ａからの払出球検知信号と、球貸しボタ
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ン検出スイッチ７４ａからの球貸しボタン操作検出信号と、返却ボタン検出スイッチ７５
ａからの返却ボタン操作検出信号と、タイマからの受信信号とに基づいて、払出ＲＯＭ３
７ｂに格納されたプログラムを読み出して演算処理を行うとともに、当該処理に基づいて
、対応するデータを主制御基板４０１に送信する。
【００６６】
　払出制御基板３７の出力側には、貯留タンク３３から所定数の遊技球を遊技者に払い出
すための払出装置３５の払出駆動部３５ｂが接続されている。払出ＣＰＵ３７ａは、主制
御基板４０１から送信された賞球要求信号に基づいて、払出ＲＯＭ３７ｂから所定のプロ
グラムを読み出して演算処理を行うとともに、払出装置３５を制御して所定の遊技球を遊
技者に払い出す。このとき、払出ＲＡＭ３７ｃは、払出ＣＰＵ３７ａの演算処理時におけ
るデータのワークエリアとして機能する。
【００６７】
　また、払出ＣＰＵ３７ａは、遊技機1の外側に設けられた遊技球貸出装置（カードユニ
ット）２０が払出制御基板３７に接続されているか否かを確認し、遊技球貸出装置２０が
接続されていれば、発射制御基板３６に遊技球を発射させることを許可する発射制御デー
タを送信する。
【００６８】
　払出制御基板３７の出力側には、表示部７６（図１参照）に設けられた遊技情報表示基
板８１が接続されている。払出ＣＰＵ３７ａは、遊技球貸出装置２０から受信したデータ
に基づいて、遊技球貸出装置２０の前記カード挿排口５００に挿入されたカードの残高を
情報表示基板８１に表示すとともに、球貸しボタン７４有効中である、即ち、遊技球貸出
装置２０を用いた玉貸し可能であるか否かを情報表示基板８１に表示する。
【００６９】
　発射制御基板３６は、払出制御基板３７から発射制御データを受信すると発射部３１（
図２参照）による発射の許可を行う。そして、操作ハンドル６５（図１参照）に設けられ
たタッチセンサ６５ｂからのタッチ信号と発射指示部材６６（図１参照）に連動する発射
ボリューム６５ａからの入力信号とを読み出し、発射部３１（図２参照）の発射用ソレノ
イド３１ａを通電制御し、遊技球を発射させる。
【００７０】
　実施形態では、発射用ソレノイド３１ａの回転速度は、発射制御基板３６に設けられた
水晶発振器の出力周期に基づく周波数から、約９９．９（回／分）に設定されている。こ
れにより、１分間における発射遊技数は、発射用ソレノイド３１ａが１回転する毎に１個
発射されるため、約９９．９（個／分）となる。
【００７１】
　ランプ制御基板４０４は、前記各基板と同様に、ランプＣＰＵ４０４ａ、ランプＲＯＭ
４０４ｂ、ランプＲＡＭ４０４ｃを備えており、遊技盤２に設けられた電飾装置９３、２
０５及び装飾部材１０１の発光ダイオードを点灯制御する。また、演出用役物装置９１、
９２を作動させるソレノイドやモータ等の駆動源を通電制御する。このランプ制御基板４
０４は、演出制御基板４０２に接続されており、演出制御基板４０２から送信されたコマ
ンドに基づいて、前記の各制御を行うこととなる。
【００７２】
　画像制御基板４０５は、少なくとも画像出力装置４５に表示される動画や静止画等の画
像を制御する画像制御部４０５Ｂと、スピーカ３２から出力される音を制御する音声制御
部４０５Ｃと、画像制御部４０５Ｂ及び音制御部４０５Ｃを統括制御する統括部４０５Ａ
とを有する。
【００７３】
　画像制御基板４０５の統括部４０５Ａは、演出制御基板４０２から送信される演出確定
コマンドを受信し、統括部４０５Ａの統括ＣＰＵ４０５Ａ１が画像出力装置４５に表示さ
れる画像の制御及びスピーカ３２から出力される音の制御を行う。統括ＲＯＭ４０５Ａ２
には、当該統括ＣＰＵ４０５Ａ１の実行する制御プログラムが記憶されている。統括ＣＰ
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Ｕ４０５Ａ１は、統括ＲＯＭ４０５Ａ２が接続されるとともに、統括ＲＡＭ４０５Ａ３が
接続されており、統括ＣＰＵ４０５Ａ１の動作に必要な制御プログラムが読み出されるよ
うになっている。
【００７４】
　また、統括ＣＰＵ４０５Ａ１は、画像制御部４０５Ｂの画像ＣＰＵ４０５Ｂ１、及び、
音制御部４０５Ｃの音ＣＰＵ４０５Ｃ１に接続される。画像ＣＰＵ４０５Ｂ１は画像出力
装置４５に表示させる画像に対応する画像信号を生成し、生成した画像信号を画像出力装
置４５の駆動回路に送信する。一方、音ＣＰＵ４０５Ｃ１は、スピーカ３２から出力させ
る音に対応する音信号を生成し、生成した音信号をスピーカ３２の駆動回路に送信する。
【００７５】
　画像ＣＰＵ４０５Ｂ１には、画像ＲＯＭ４０５Ｂ２が接続されている。画像ＲＯＭ４０
５Ｂ２には、画像ＣＰＵ４０５Ｂ１の実行する制御プログラムが記憶されている。画像Ｒ
ＯＭ４０５Ｂ２からは、画像ＣＰＵ４０５Ｂ１の動作に必要な制御プログラムが画像ＣＰ
Ｕ４０５Ｂ１の制御により読み出されるようになっている。また、画像ＣＰＵ４０５Ｂ１
は、画像出力装置４５に表示する、例えば背景、キャラクタ、装飾図柄等の画像に係る画
像データも予め記憶されている。また、画像ＣＰＵ４０５Ｂ１は、生成した画像信号を展
開して記憶させる画像ＲＡＭ４０５Ｂ３にも接続されている。
【００７６】
　なお、画像ＣＰＵ４０５Ｂ１は、画像出力装置４５に対して、背景画像表示処理、装飾
図柄表示処理、キャラクタ画像表示処理など各種画像処理を実行するが、背景画像、装飾
図柄画像、キャラクタ画像は、画像出力装置４５の表示画面上において重畳表示される。
すなわち、装飾図柄画像やキャラクタ画像は背景画像よりも手前に見えるように表示され
る。このとき、同一位置に背景画像と図柄画像が重なる場合、Ｚバッファ法など周知の陰
面消去法により各画像データのＺバッファのＺ値を参照することで、図柄画像を優先して
画像ＲＡＭ４０５Ｂ３に記憶させる。
【００７７】
　一方、音ＣＰＵ４０５Ｃ１にも、音声ＲＯＭ４０５Ｃ２が接続されている。音声ＲＯＭ
４０５Ｃ２には、音ＣＰＵ４０５Ｃ１の実行する制御プログラムが記憶されている。音声
ＲＯＭ４０５Ｃ２からは音４０５Ｃ１の動作に必要な制御プログラムが音ＣＰＵ４０５Ｃ
１の制御により読み出されるようになっている。音４０５Ｃ１には、スピーカ３２から出
力される音の音データも予め記憶されている。また、音ＣＰＵ４０５Ｃ１は、生成した音
信号を展開して記憶する音ＲＡＭ４０５Ｃ３にも接続されている。
【００７８】
　一方、上述の遊技情報出力端子板４０３は、主制御基板４０１において生成された外部
信号を遊技店のホールコンピュータ及び遊技情報表示装置１０に伝達するための中継的な
基板である。本実施形態においては、遊技情報出力端子板４０３は出力側で遊技情報表示
装置１０にのみ直接接続されており、遊技情報表示装置１０を介してホールコンピュータ
に接続されている。遊技情報出力端子板４０３は、主制御基板４０１と配線接続され、遊
技店のホールコンピュータ等と接続をするためのコネクタが設けられている。
【００７９】
　なお、実施形態では遊技情報出力端子板４０３は遊技情報表示装置１０を介してホール
コンピュータに接続されているが、遊技情報出力端子板４０３から遊技情報表示装置１０
及びホールコンピュータの双方に接続される構成でもよい。また、遊技情報出力端子板４
０３はホールコンピュータを介して遊技情報表示装置１０に接続される構成でもよい。
【００８０】
　上述の払出情報出力端子板３９は、払出制御基板３７において生成された、賞球払出個
数を示す賞球要求信号及び貸し球払出個数を示す球貸要求信号をホールコンピュータに出
力するための中継的な基板である。本実施形態においては、払出情報出力端子板３９も遊
技情報表示装置１０を介してホールコンピュータに接続されている。払出情報出力端子板
３９は、払出制御基板３７と配線接続され、遊技店のホールコンピュータ等と接続をする
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ためのコネクタが設けられている。
【００８１】
　なお、実施形態では払出情報出力端子板３９は遊技情報表示装置１０を介してホールコ
ンピュータに接続されているが、払出情報出力端子板３９から遊技情報表示装置１０及び
ホールコンピュータの双方に接続される構成でもよい。また、払出情報出力端子板３９は
ホールコンピュータを介して遊技情報表示装置１０に接続される構成でもよい。
【００８２】
　電源基板３８は、コンデンサからなるバックアップ電源を備えており（図示せず）、遊
技機に供給する電源電圧を監視し、電源電圧が所定値以下となったときに、電断検知信号
を主制御基板４０１に出力する。より具体的には、電断検知信号がハイレベルになるとメ
インＣＰＵ４０１ａは動作可能状態になり、電断検知信号がローレベルになるとメインＣ
ＰＵ４０１ａは動作停止状態になる。バックアップ電源はコンデンサに限らず、例えば、
電池でもよく、コンデンサと電池とを併用して用いてもよい。
【００８３】
　以下、遊技機１の各部材について詳細に説明する。
　図９乃至図１９は本発明に係る実施形態を示し、図９は、固定枠２の分解斜視図である
。図１０は、遊技盤取付枠３の斜視図である。図１１は遊技盤４の斜視図である。図１２
は、前扉体６の右斜め前方から見た斜視図である。図１３は、前扉セット５の右斜め後方
から見た斜視図である。図１４は、前扉セット５の情報表示器及びその周辺部の分解斜視
図である。図１５は、前扉セット５の情報表示器及びその周辺部の組み立てた状態の斜視
図である。図１６は、固定枠２と遊技盤取付枠３を組み立てた状態の斜視図である。図１
７は、固定枠２と遊技盤取付枠３を組み立て遊技盤取付枠３に遊技盤４を取り付けた状態
の斜視図である。図１８は、固定枠２から遊技盤取付枠３を開いた状態の遊技機１の斜視
図である。図１９は、遊技盤取付枠３から前扉セット５０５を開いた状態の遊技機１の斜
視図である。
【００８４】
　まず、固定枠２について詳細に説明する。
　図９において、実施形態における固定枠２は、固定枠本体２１と、装飾部材２２と、ネ
ジ２３、２３とから構成されている。
【００８５】
　固定枠本体２１は、例えば上下辺部１１１、１１２がアルミ製の板材１２１、１２２と
木製の板材１２３、１２４が重ねて構成され、左右側辺部１１３、１１４がアルミ製の板
材１２５、１２６により構成され、これら各板材が小ネジ等の離脱可能な締結具により全
体として矩形枠状に組み付けられている。
【００８６】
　左側辺部１１３の上下端部には、図２に示した開閉連結支持機構１１、１２の上軸受片
１３１及び下軸受片１３２がそれぞれ設けられている。当該上軸受片１３１及び下軸受片
１３２にて、図１６に示すように、遊技盤取付枠３の上下部が回動可能に支持されており
、これにより遊技盤取付枠３が開閉可能となる。
【００８７】
　図９において、右側辺部１１４の枠内側面の上部及び下部には、遊技盤取付枠３に設け
られた後述する施錠装置１６１（図１０参照）の内枠鉤部１６３、１６４（図１０参照）
に対応して、上下一対の鉤受部１３３、１３４が設けられている。これにより、固定枠２
に対して遊技盤取付枠３が閉じられた状態で、内枠鉤部１６３、１６４は、当該鉤受部１
３３、１３４に係止される。
【００８８】
　さらに、固定枠２の下辺部１１２には、樹脂製の装飾部材２２がネジ２３、２３により
ネジ止め固定されている。装飾部材２２の前面上側には、前方を向く垂直面部１４１が設
けられている。装飾部材２２の前面下側には、前側斜め下方を向く傾斜面部１４２が設け
られている。
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【００８９】
　次に、遊技盤取付枠３を詳細に示す。
　図１０において、遊技盤取付枠３は、外形が矩形状をなす樹脂ベース１５１を主体に構
成されており、当該樹脂ベース１５１の中央部には略四角形状の部品挿入孔１５２が形成
されている。
【００９０】
　部品挿入孔１５２には、図６に示した遊技盤４の主制御基板４０１、演出制御基板４０
２、遊技情報出力端子板４０３、基板ケース４１１、４１３及び背面カバー４１２が挿入
される。
【００９１】
　図１０において、当該樹脂ベース１５１の部品挿入孔１５２の前側には、遊技盤４の遊
技板４０が内側に挿入される枠状部１５３が形成されている。
【００９２】
　枠状部１５３は、上壁１５４、下壁１５５、左側壁１５６、右側壁１５７からなる内側
四面によって略長方形状の囲繞空間が形成され、この囲繞空間に図２に示す遊技盤４（図
１１参照）が固定される。遊技盤４を固定する手段として、枠状部１５３の左側壁１５６
の枠形状内側面の上下部には、遊技盤止め具１５８ａ、１５８ｂが設けられており、上壁
１５４および下壁１５５のそれぞれ右側壁１５７寄りには遊技盤固定具１５９、１６０が
設けられている。
【００９３】
　遊技盤取付枠３に遊技盤４を固定する場合、図１７に示すように、遊技盤４の遊技板４
０の左辺が遊技盤止め具１５８ａ、１５８ｂに嵌入され、遊技盤４の遊技板４０の右上コ
ーナー及び右下コーナーが遊技盤固定具１５９、１６０により押さえつけられる。
【００９４】
　遊技盤取付枠３に固定された遊技盤４は、遊技盤固定具１５９、１６０を操作すること
で遊技盤取付枠３からの取り外しが可能になる。
【００９５】
　図１０に示すように、遊技盤取付枠３の右面には、施錠装置１６１が設けられている。
施錠装置１６１は、前方に設けられた内枠鉤部１６２と、後方に設けられた内枠鉤部１６
３、１６４とを備え、前方に設けられた連動用突起部１６５、１６６の動作に連動して内
枠鉤部１６２、１６３、１６４が上下にスライドするようになっている。連動用突起部１
６５、１６６は、前扉セット５のシリンダ錠１３のロータと連動するスライド部１４（図
１３参照）により作動される。
【００９６】
　作業者がシリンダ錠１３（図４参照）の鍵穴に鍵を挿入して時計回りに操作した場合、
前扉セット５（図１３参照）のスライド部１４（図１３参照）が中間部から下側にスライ
ドし、図１０に示す施錠装置１６１の連動用突起部１６５が下側にスライドして内枠鉤部
１６３、１６４が下側に押し下げられて、内枠鉤部１６３、１６４による当該鉤受部１３
３、１３４（図９参照）の係止が解除して固定枠２に対して遊技盤取付枠３が図１８に示
すように開放可能になる。
【００９７】
　作業者がシリンダ錠１３（図４参照）の鍵穴に鍵を挿入して反時計回りに操作した場合
、前扉セット５のスライド部１４（図１３参照）が中間部から上側にスライドし、図１０
に示す施錠装置１６１の連動用突起部１６６が上側にスライドして内枠鉤部１６２が上側
に押し上げられて、内枠鉤部１６２による鉤受部１５（図１３参照）の係止が解除して遊
技盤取付枠３に対して前扉セット５が図１９に示すように開放可能になる。
【００９８】
　また、遊技盤取付枠３の右下側の内側面には、前扉セット５の前扉体６から延出するハ
ーネス２４３を保持するフック１６７が設けられている。遊技盤取付枠３の右下側には、
ハーネス２４３を遊技盤取付枠３の裏側へ挿通させる貫通部１６８が設けられている。
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【００９９】
　遊技盤取付枠３の左側辺部の上下端部には、図２に示した開閉連結支持機構１１、１２
の上軸取付片１６９及び下軸取付兼軸受片１７０がそれぞれ設けられている。上軸取付片
１６９及び下軸取付兼軸受片１７０には、それぞれ軸１７１、１７２が設けられている。
軸１７１、１７２は、固定枠２（図９参照）の上軸受片１３１及び下軸受片１３２にて回
転可能な状態で軸受けが行われるようになっている。上軸取付片１６９及び下軸取付兼軸
受片１７０は、図１９に示すように前扉セット５の前扉体６の上下部を回動可能に支持す
るようになっている。
【０１００】
　以下、遊技盤４について詳細に説明する。
　図１１において、遊技盤４は、合板の前面に樹脂シートを貼り付けた構造の遊技板４０
にセンター役物４４等の各種所物や遊技釘４２７を配置したものである。
【０１０１】
　遊技盤４の前面には、遊技領域４１が形成されている。
　センター役物４４は、前記遊技領域４１の中央に設けられ、開口部４２２が形成された
枠部材４２１を主要構成とする前側ユニット４２０を有し、当該開口部４２２の背面側に
画像出力装置４５が配置されている。画像出力装置４５の開口部４２２から露出する部分
は、画面４２３となっている。
【０１０２】
　センター役物４４の枠部材４２１の上側中央の若干左寄りには、曲面部４２４（図３参
照）が設けられており、遊技領域４１は、この曲面部４２４から左右に分岐して左打ち用
の遊技領域４２５と勢いが付きすぎた遊技球を減速させて回収口５１に導く線路４２６に
分けられている。
【０１０３】
　左打ち用の遊技領域４２５には、多数本の遊技釘４２７とともに、入賞ゲート４９、普
通入賞口５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ、風車４２８、第１始動口４６、第２始動口４
８、大入賞口ユニット５８等が配置されている。大入賞口ユニット５８は、遊技板４０を
貫通する取付孔に取り付け固定される。
【０１０４】
　一方、枠部材４２１の左側壁４３１には、左打ち用の遊技領域４２５を落下する遊技球
が付近の遊技釘４２７の誘導により比較的低い確率で突入するワープ経路４３２が設けら
れている。
【０１０５】
　枠部材４２１の下壁４３３の正面側の上面には、ワープ経路４３２を通過した遊技球が
転がるステージ面４３４が形成されている。ステージ面４３４の中央には遊技球を第１始
動口４６に誘導する誘導孔４３５の入り口４３６が設けられている。誘導孔４３５の出口
４３７は、第１始動口４６の上方に位置する。ステージ面４３４の手前には、ステージ面
４３４から転落した遊技球が転がるステージ面４３８が形成されている。ステージ面４３
８の中央には、遊技球を第１始動口４６に誘導する誘導溝４３９が形成されている。
【０１０６】
　枠部材４２１の左側壁４３１、下壁４３３、右側壁４４０、上壁４４１により囲まれる
領域は、上述の開口部４２２となっている。
【０１０７】
　遊技球は、通常の遊技状態で、曲面部４２４よりも左下側に落下して左打ち用の遊技領
域４２５に導かれ、遊技釘４２７や風車４２８に衝突しながら、あるものは、ワープ経路
４３２、ステージ面４３４及び誘導孔４３５を通過し第１始動口４６に落下し、また、あ
るものは、ステージ面４３８及び誘導溝４３９を通過し第１始動口４６に落下し、また、
あるものは、ワープ経路４３２を介さず直接下方に落下し、普通入賞口５０ａ、５０ｂ、
５０ｃ、５０ｄまたは第１始動口４６に入賞し、また、あるものは、アウト球として回収
口５１に集合し、アウト球通路孔を通って遊技盤４の裏面（背面）側に排出される。
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【０１０８】
　遊技板４０の上側の延出部１００の前面には、刀をデザインした立体形状の装飾部材１
０１が延出部１００の後ろ側からのネジ止めにより取り付けられている。
【０１０９】
　装飾部材１０１の中央には、刀の刃をデザインした発光部４５１が設けられている。発
光部４５１の内部には、複数の発光ダイオード４５２が設けられている。複数の発光ダイ
オード４５２は、ハーネス４５３を介して背面カバー４１２内に設けられたランプ制御基
板４０４（図８参照）に接続されており、遊技機１の演出内容に応じて各種発光パターン
で発光するようになっている。
【０１１０】
　以下、前扉体６と受皿ユニット７について詳細に説明する。
　図１２において、前扉体６の遊技盤視認用透明窓６１の下側には、不透明部６８が設け
られている。不透明部６８の表面の左側には、球払出口６４が設けられる。
【０１１１】
　図１３において、不透明部６８の裏面側には、球払出口６４に繋がる遊技球ガイド２４
１が設けられている。遊技球ガイド２４１は、レール４２、４３（図１１参照）から逆流
して落下する遊技球及び払出装置３５（図５参照）から払い出された遊技球を球払出口６
４に導く。不透明部６８の背面における球払出口６４より右側には、開口部２４２（図１
３参照）が設けられ、この開口部２４２（図１３参照）から受皿ユニット７の操作ハンド
ル６５の発射ボリューム６５ａ（図８参照）及びタッチセンサ６５ｂ（図８参照）等の電
子部品と接続するハーネス２４３が延出している。
【０１１２】
　透明板状部６７の略中央には、受皿ユニット７の背面に設けられた遊技球ガイド部材２
０５（図１３参照）が挿入される貫通孔２３４が形成されている。
【０１１３】
　透明板状部６７の右側には、遊技盤取付枠３に設けられたスピーカ３２（図１０参照）
からの音声を通過させる貫通孔２３５が形成されている。
【０１１４】
　不透明部６８の左右両脇には、ネジ２４４、２４４のネジ部が挿通するネジ挿通孔が設
けられている。受皿ユニット７の裏側には、ネジ２４４のネジ部が螺入するネジ螺入孔が
設けられている。ネジ２４４、２４４は、ネジ部が不透明部６８のネジ挿通孔に挿通し、
受皿ユニット７の裏側のネジ孔に螺入して締め付けられることで、不透明部６８の前面に
受皿ユニット７をネジ止固定する。
【０１１５】
　受皿ユニット７の背面に設けられた遊技球ガイド部材２０５（図１３参照）は、受皿ユ
ニット７の遊技球供給口７９からの遊技球を遊技盤取付枠３の発射部３１に導く。
　以下、前扉体６の裏側について更に詳細に説明する。
【０１１６】
　図１３において、前扉体６の透明収納部６２は、平面形状の中間部２１１、傾斜面部２
１２、２１３及び上側の水平面部２１４、左右の側壁部２１５、２１６により形成され、
中間部２１１、傾斜面部２１２、２１３、上側の水平面部２１４及び左右の側壁部２１５
、２１６により背面側に形成される凹部２１７に遊技盤４（図１１参照）側の立体形状の
装飾部材１０１を収納するようになっている。
【０１１７】
　側壁部２１５、２１６は、遊技盤視認用透明窓６１の左右に配置する側壁部２２１、２
２２に繋がっている。
【０１１８】
　遊技盤視認用透明窓６１は上辺が直線状に形成され、左右両辺が側方に向けて膨出する
ように湾曲する。側壁部２２１、２２２と遊技盤視認用透明窓６１の間は、図１２に示す
ように前方から見て凹形状の曲面部２２３、２２４になっている。
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【０１１９】
　図１３において、前扉体６の左側辺部の上下端部には、図２に示した開閉連結支持機構
１１、１２の上軸取付片２６１及び下軸取付片２６２がそれぞれ設けられている。上軸取
付片２６１及び下軸取付片２６２には、それぞれ軸２６３、２６４が設けられており、軸
２６３、２６４は、固定枠２（図９参照）の上軸受片１３１（図９参照）及び遊技盤取付
枠３（図１０参照）の下軸取付兼軸受片１７０（図１０参照）にて回転可能な状態で軸受
けが行われるようになっている。上側の軸２６３は、上軸取付片２６１の本体に対して上
下にスライド可能であるとともに、図示しないコイルばねにより上方に付勢されている。
上側の軸２６３を上軸受片１３１（図１０参照）の下側の軸受穴に取り付ける際には、上
側の軸２６３を一旦下方にスライドさせる。
【０１２０】
　以下、本実施形態の受皿ユニット７の表示部７６について詳細に説明する。
　図１４において、受皿ユニット７のケース本体７０における前記遊技球供給皿７１の後
側の内壁２７０（図４参照）には、表示部７６を構成するが透明窓部２７１が設けられて
いる。ここで、前記遊技球供給皿７１の後側の内壁２７０は、透明性を有する樹脂の後面
の透明窓部２７１を除く部分を不透明性の塗料２７２で塗装したものである。このような
構造により透明窓部２７１は、透明性を有している。
　内壁２７０の後面の透明窓部２７１の左右から若干間隔を置いた位置には、ネジ止め用
突起部２７３Ｌ、２７３Ｒが形成されている。ネジ止め用突起部２７３Ｌ、２７３Ｒには
、ネジ２７４Ｌ、２７４Ｒのネジ部が螺入されるネジ螺入孔が設けられている。内壁２７
０の上側は、後方に延出する板状部２７５になっており、この板状部２７５の下面にも不
透明性の塗料２７２で塗装が行われている。
　遊技情報表示基板８１は、印刷配線板８２の部品実装面に７セグ発光ダイオード８３、
８４、８５と、砲弾型発光ダイオード８６を左から順に横方向に並べて実装したものであ
る。砲弾型発光ダイオード８６は７セグ発光ダイオード８５より右側の上寄りに配置して
いる。遊技情報表示基板８１の右下コーナー近傍には、ハーネス２８１と接続するコネク
タ８７が設けられている。ハーネス２８１は、受皿ユニット７の内部で払出制御基板３７
（図６参照）に接続されている。
　遊技情報表示基板８１の左右には、ネジ２７４Ｌ、２７４Ｒのネジ部が挿通するネジ挿
通孔８８Ｌ、８８Ｒが形成されている。ネジ２７４Ｌ、２７４Ｒは、ネジ部が遊技情報表
示基板８１のネジ挿通孔８８Ｌ、８８Ｒに挿通しネジ止め用突起部２７３Ｌ、２７３Ｒの
ネジ螺入孔に螺入して締め付けられることで、内壁２７０の裏側に遊技情報表示基板８１
をネジ止め固定する。また、遊技情報表示基板８１の背後には、前扉体６の不透明部６８
が配置する。　
【０１２１】
　図１５において、内壁２７０の裏側に遊技情報表示基板８１がネジ締め固定された状態
では、７セグ発光ダイオード８３、８４、８５及び砲弾型発光ダイオード８６は、透明窓
部２７１に対向し、透明窓部２７１の外側から視認可能になる。７セグ発光ダイオード８
３、８４、８５は、遊技球貸出装置２０（図３参照）のカード挿排口５００に挿入された
カードの残高を３桁の数字で表示する残高表示器８９になっている。砲弾型発光ダイオー
ド８６は、前記球貸しボタン７４（図１参照）が有効中であることを表示する玉貸し可能
表示ランプになっている。
【０１２２】
　図１８において、開閉連結支持機構１１、１２（図２参照）による固定枠２に対する遊
技盤取付枠３の開閉軸線Ｌ１は、上述したように遊技機１の正面からみて左側において上
下に沿って設定されており、この開閉軸線を軸心として固定枠２に対して遊技盤取付枠３
が前方側に開放できるようになっている。
【０１２３】
　図１９において、遊技盤取付枠３の前面側には、前扉セット５が開閉可能に取付けられ
ている。前扉セット５は、遊技盤取付枠３と同様に、開閉連結支持機構１１、１２（図２
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参照）により、遊技機１の正面から見て左側において上下に沿って設定された開閉軸線Ｌ
１を軸心として前方側に開放できるようになっている。前扉セット５の前扉体６から延出
するハーネス２４３は、フック１６７により保持され貫通部１６８に挿通する。貫通部１
６８を介して遊技盤取付枠３の裏側へ挿通したハーネス２４３は、遊技盤取付枠３側の発
射制御基板３６（図６参照）、払出制御基板３７（図６参照）及び電源基板３８（図６参
照）等に電気的に接続するとともに、中継基板及びハーネスを介して遊技盤４側の主制御
基板４０１（図６参照）、演出制御基板４０２（図６参照）等に電気的に接続する。
【０１２４】
　図１９の状態の遊技盤取付枠３に対して前扉セット５を閉じた場合、透明収納部６２に
遊技盤４側の立体形状の装飾部材１０１が前扉セット５の裏側から収納され、施錠装置１
６１の内枠鉤部１６２が前扉セット５の鉤受部１５を係止して、遊技盤取付枠３に対して
前扉セット５が閉じた状態で施錠される。遊技盤取付枠３に対して前扉セット５が閉じた
状態では、遊技盤視認用透明窓６１により遊技盤４のレール４２、４３間を上昇する遊技
球及び遊技盤４の遊技領域４１内を落下する遊技球５０１（図７参照）が前方に移動して
脱落するのを阻止している。
【０１２５】
　このような構成及び動作を纏めて説明すると、固定枠２は、枠状に形成されている。
【０１２６】
　遊技盤取付枠３は、枠状に形成され、前記固定枠２に対して開閉可能に支持され、枠形
状の内側に遊技盤４が着脱可能になっている。
【０１２７】
　前扉体６は、前記遊技盤取付枠３の前面に開閉可能な状態で支持され、前記遊技盤取付
枠３に取り付けられた遊技盤４を視認可能にする遊技盤視認用透明窓６１が設けられると
ともに、透明性を有した透明収納部６２が前記遊技盤視認用透明窓６１の上側に形成され
、当該透明収納部６２に立体形状の装飾部材１０１を挿脱可能な状態で収納する。
【０１２８】
　遊技球供給皿７１は、前記前扉体６の前記遊技盤視認用透明窓６１より下側に設けられ
、上側が開放した凹形状に形成され、遊技球の貯留を行う。
【０１２９】
　表示部７６は、前記遊技球供給皿７１の内壁２７０に設けられ、遊技に関わる情報を表
示する情報表示手段になっている。
【０１３０】
　前記装飾部材１０１は、前記遊技盤４に取り付け固定されている。　
　前記遊技盤視認用透明窓６１及び前記透明収納部６２は、透明の素材により一体成形さ
れている。
　遊技盤視認用透明窓６１は、遊技盤４の遊技領域４１を視認可能にする。透明収納部６
２は、装飾部材１０１を外部から視認可能にする。
【０１３１】
　遊技球貸出装置２０（図３参照）は、記録媒体の挿排口としてカード挿排口５００を備
え当該記録媒体に記録された金額の残高に応じて貸球の制御を行になっている。遊技機１
は、遊技球貸出装置２０が送受信可能に接続され、前記情報表示手段が前記記録媒体に記
録された金額の残高の情報を表示部７６に表示する。
【０１３２】
　以上説明した本発明の実施形態によれば、前扉体６には、透明性を有した透明収納部６
２が前記遊技盤視認用透明窓６１の上側に形成され、当該透明収納部６２には立体形状の
装飾部材１０１を装飾部として収納可能なので、装飾部材１０１を取り付けた遊技盤４を
作業者が交換するだけで、遊技盤視認用透明部である前記遊技盤視認用透明窓６１の周囲
を装飾する装飾部を低コストで新しくするとともに、装飾部の立体感を高め、装飾部に可
動部や発光部等の演出装置を組み込むのを容易にして、低コストで遊技者に新台入替の目
新しさを感じさせることができ、さらに、情報表示手段の表示部７６が、前記遊技球供給
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皿７１の内壁２７０に設けられ、遊技に関わる情報を表示するので、情報表示手段の効率
的な配置が可能になり、遊技者と遊技施設の関係者の双方に好印象を与えることができる
。
【０１３３】
　尚、図１乃至図１９に示した実施形態では、前記装飾部材１０１を収納する透明収納部
６２を前記遊技盤視認用透明窓６１の上側のみに形成したが、前記装飾部材を収納する透
明収納部は、前記遊技盤視認用透明窓６１の上側、一方及び他方の脇側のうち少なくとも
一つの側に形成すればよく、上側、一方及び他方の脇側の全てに形成してもよい。また、
図１乃至図１９に示した前記装飾部材１０１には、電動で駆動する可動部を演出装置とし
て組み込んでもよい。表示部７６に表示する遊技に関わる情報としては、遊技球貸出装置
２０における前記記録媒体に記録された金額の残高に限らず、第１特別図柄抽選手段によ
る抽選結果を表示や、保留球の数等、各種適用可能である。
【符号の説明】
【０１３４】
　１……遊技機、２……固定枠（外枠）、３……遊技盤取付枠（内枠）、
　４……遊技盤、５……前扉セット、６……前扉体、７……受皿ユニット、
　１１、１２……開閉連結支持機構、１３……シリンダ錠、
　２１……固定枠本体、３１……発射部、３２……スピーカ、
　３３……貯留タンク、３４……上部賞球ケース、３５……払出装置、
　３６……発射制御基板、３７……払出制御基板、３８……電源基板、
　４０……遊技板、４１……遊技領域、４２、４３……レール、
　４４……センター役物、４５……画像出力装置、４６……第１始動口、
　４７Ｌ、４７Ｒ……可動片、４８……第２始動口、
　４９……入賞ゲート、５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ……普通入賞口、
　５８……大入賞口ユニット、５９……開閉扉、６０……大入賞口、
　６１……遊技盤視認用透明窓、６２、６３……透明収納部、
　６４……球払出口、６５……操作ハンドル、６６……発射指示部材、
　６７……透明板状部、７１……遊技球供給皿、７２……斜面部、
　７３……チャンスボタン、７４……表示部、７５……球貸しボタン、
　７６……返却ボタン、７８……整列路、７９……遊技球供給口、
　８１……遊技情報表示基板、８２……印刷配線板、
　８３、８４、８５……７セグ発光ダイオード、
　８６……砲弾型発光ダイオード、８７……コネクタ、
　８８Ｌ、８８Ｒ……ネジ挿通孔、８９……残高表示器、
　９１、９２……演出用役物装置、１００…延出部、１０１…装飾部材、
　２０１……球抜きボタン、２０２……下側球排出口、
　２０３Ｌ、２０３Ｒ……放音部、２１１……中間部、
　２１２、２１３……傾斜面部、２７０……内壁、２７１……透明窓部、
　２７２……塗料、２７３Ｌ、２７３Ｒ……ネジ止め用突起部、
　２７４Ｌ、２７４Ｒ……ネジ、２７５……板状部、
　２８１……ハーネス、４０１……主制御基板、
　４０２……演出制御基板、４０３……遊技情報出力端子板、
　４１１、４１３……基板ケース、４１２……背面カバー、
　４５２……発光ダイオード
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